
私は九州の外で生活をしたことがありません。そのため、今回南相馬市立総合病院での

地域研修を非常に楽しみにしていました。そして、果たしてそれは大変有意義なものと

なりました。南相馬市立総合病院は、地域に根ざした地域医療を実践しつつ、震災が住

民にもたらした影響に関しても調査を続けている非常にユニークな病院でした。なによ

り多くの先生方が現地の情報を積極的に発信しているのがとても印象的でした。そのよ

うな先生方に影響を受けて私も何か情報発信をしたいと考えていたところ、外科の尾崎

章彦先生から誘っていただき、MRIC に投稿することを決意いたしました。とは言え過去

にそのような文章も書いたことがなく、ひとまず南相馬市を自分がよく知っている田川

市と比較することから始めてみました。 

 

1. 南相馬市と田川市の比較 

 

 田川市 南相馬市 

キャッチフレーズ 炭鉱節のふるさと 

人を育て自然と産業

が共に息づく街  

田川 

共に作る  

活力に満ちた 

安心で潤いのある街 

面積(km^2) 55 399 

人口(2016) 49,830 64,539 

老齢人口(65 歳〜) 15,593(31.3%) 20,384(31.6%) 

 

上記のように表 1に田川市と南相馬市の状況を簡単にまとめてみました。お恥ずかしなが

ら、私はこの度市町村にはキャッチフレーズをいうものがあることを初めて知りました。

田川市は炭鉱を前面に押し出しています。一方、南相馬市は「安心で潤いのある街」とい

うことを謳っています。私個人の感想としては、キャッチフレーズに関しては田川市の方

がより地域としての特色を表現できているのではないかと感じました。ただ同時に、炭鉱

業が廃れた後にそれに代わる新たな産業が生まれていない田川市の厳しい現状も改めて痛

感しました。人口に関しては数字上南相馬市の方が 1,5000 人ほど多いという結果でした。




